
漏盟ガ践の輔除軸離につい

1.は め

近年， 前火義薬物の増加号アル

ミサッシ窓の普及等によって，一般に高くなる傾

向が見られるが，ニのこと i主，織物内てやス漏れ

事故等が発生した場合，カやス爆発又はガス中毒事

故の危険性を増大する凝協となっているものと

えられる。

特に.昨年(昭和55長引辻.

規模なガス爆発火災が発生し.多数の死傷者を出

たのそはじめ，庁管内においτも7討やめガス

爆発火災が発生し.この中には，共同住屯で発生

したものが34件も含まれている。

従つで，これらのガ久韓基発火災以対する各種的

対策を樹立するために.昭和55年12月に「ガス爆

発火災に関する調査研究念」が盗庁内に発足し

各種の調査及び実験が実施されたので二その中か

電漏洩プfスの排j徐方法に関する災験について報

告する。

実 目

気密性の高い部屋内に謀議j曳した yケスlこ対する

各種排除方法の排除効果について究明する。

実 内
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今固め実験は.つの針火造災縄住宅余波用

て，消防隊が，カeス漏れ現場において漏洩ガスを

場合を史認定しゲスの漏出を止めた後の

排除方法に関して行った。

実験に使用した建物

実験には表 lに示す建物の 1階の住戸を使用

い議議住戸め平面図を図 1及が図 2 す。

(2) 実験方法

表 lに示す駁火造共!副主宅斡の l位内め

厨房において. LPG (プロパンガス)の代替

アプスとして炭畿ァゲス) (以下「ガスj とし

う。)を放出し.ガス放出停止後，当該住戸の出

口から内部に送風した場合め，当該ぬ戸内

ガスj幾度浪IJ定点〈図 lぷぴ国立やの①から⑥ま

での位置，床上 5cm)(以下「測定点」という。)

におけるガス濃度を.とう該住戸の設定後{牛(

仕切又は開口部の開閉)及び送風条件(送風並

等)を変化さ怜で測定した。

なお，今回の実験においては，住戸内に放出

するがスの放出速度も放出時間を短縮する

め，通常のガスカランからの放出速度(約2m'/hrl

より綴お大きくい調定点で Gの韓基発限

に入るまで放出した。

ま札送風に燃し 表 示す消幼隊

送風ファンを使用した。

褒 1 実験年月日及び実験に使用した建鞠

実験年月日 所 在 建築年

沼56仲 3・17I 島市つつじが校ス丁目 自s56

昭56・3・26I文京区白山四丁目27番 5号| 東京消防庁 白山会舎 日?H6
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図 1 日本住宅公団昭島つつじが丘ハイツ 9号棟

1階平面図(専有面積55.35叫天井高2.4m) 
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通 路

る:ガス(C02)放出位置

①~⑥:ガス濃度iHIJ定点

図 2 東京消防斤白山公舎 1階平面図

(専有面積68.4m九天井高2.4m) 

表 2 実験に使用した送風ファン

実験建物 送 風 フ

日本住宅公団 可搬式 単相 100V用

昭島つつじが丘 3相 200V用

ハ イ ツ 9号棟 排煙車

東京消防庁
可搬式 単相 100V用

H 3相 200V用
白 山公舎

排煙車

(注)送風量は.実;"IJによる

(3) ガスの排除効果の肝価方法

今回の実験においては.送球関磁時係献する

住戸内各測定点のガス濃度及び送風時間を，実

験ごとに変化させるため，ガスの排除効果の評

価方法として.次式に示す「ガス溢度減少速度」

を各実験，各測定点ごとに比較し，この数値が

大きい程ガスの排除効果は高いと評価した。

( 2 ) 

ア ン 送風量

ダクト径 22 (cm) 20.5 (m'/min) 

70 150 

90 267 

ダクト径 30 24-34 

70 185 

90 248-362 

ガス温度減少i投込
(送風開始時ガス濃度)ー(送風終了時ガス濃度)
一一一*一一一寸貫一一 時 間一一一一

なお.上式において，ガス濃度が送風終了時

までに Oとなる場合には.ガス濃度が Oとなっ

た時点までの経過時間乞送風時間に替えて用

いることにより.ガス濃度減少速度を計算する

こととした。



4. 実験結果

前記の実験方法により.実験を行った結果を表

3及び表 4に示す。

(1)各測定点じおけるガス温度変化

各調IJ定点における.カ'ス放出開始時から送風

終了時までの濃度変化の代表例を図 3. 図4及

び図 5に示す。

これらの図から分かるように.今回の実験に

おいては.ガス放出位置と送風位置の聞の距離

が短いため，ガス放出位置に近い測定点の漫度

は.ガス放出開始時から送風開始時までの間，

他の測定点に比較して相当高くなり.送風開始

と同時に急激に低下した。

また.送風開始時の各測定点のガスi農度が.各

実験を通して，最高でも約 9%程度であったた

め約10分間程度の送風によって.送風終了時の

各測定点のガス濃度は，一部の例外を除き. L 

PGの爆発下限界濃度である 2.2%以下となっ

た。

表 3 昭島つつじが丘ハイツにおける漏洩ガスの緋除実験結果

番 住戸内の 送 風 条 件 C02 il 度 ガス温度

号 設 定 条 件 送風ファン 送風量・時間 送風開始時 送風終了時 減少速度

関口部をテープ
可搬式

① 6.25 (%) ① 0.85 (%) ① 0.60(%/min) 
により目張り

単相 100V
20.5(耐 /min) ② 4.95 ②1.7 ② 0.36 

③ 5.15 ③ 2.4 ③ 0.31 

ダクト径
④1.0 ④1.0 ④ 0.00 

便所扉③
0.22( mゆ)

9.0(min) ⑤1.8 ⑤ 0.45 ⑤ 0.15 

浴室扉⑨ 鎖 @ 2.3 ⑥1. 95 ⑥ 0.04 

① 6.8 ①1.1 ① 0.57 
M 

20.5(m'/min) ② 5.2 ②1.15 ② 0.41 

2 11 
③ 3.65 ③ 2.0 ③ 0.17 
④ 3.45 ④ 0.75 ④ 0.27 

便所扉@ 1O.0(min) ⑤ 2.55 ⑤ o (8分後) ⑤ 0.32 

浴室扉⑨ 放 ⑥ 2.75 ⑥ o ( 3分後) ⑥ 0.92 

可搬式 ① 8.25 ① o (9分後) ① 0.92 
" 3相 200V 150( m' /min) ② 7.6 ② 2.95 ② 0.47 

3 
③ 6.7 ③ 2.65 ③ 0.41 

ダクト径
④ 0.75 ④ 0.75 ④ O 

便所扉③
0.70( mゆ)

10.0(min) ⑤ 3.95 ⑤1. 25 ⑤ 0.27 

浴室扉⑨ 鎖 ⑥ 4.9 ⑥ 0.3 ⑥ 0.46 

① 6.7 ① 0.55 ① 0.68 
11 

150( m'/min) ② 4.95 ② 0.45 ② 0.50 

4 
③ 3.45 ③ 2.0 ③ 0.16 

11 

④ 3.65 ④1.55 ④ 0.23 

便所扉@ 9.0(min) ⑤ 2.9 ⑤ o ( 6分後) ⑤ 0.48 

浴室扉⑨ 放 ⑥ 3.95 ⑥ o ( 3分後) ⑥1.32 

関口部の目張り
排煙車

① 6.7 ① o ( 4分後) ①1.68 

を除去 267( m'/min) ② 4.25 ② O. ② 0.61 

5 
③ 3.15 ③ 0.3 ③ 0.41 

ダクト径
④ 3.45 ④ O ④ 0.49 

便所扉@
0.90( m世)

7.0(min) ⑤ 3.55 ⑤ 0.4 ⑤ 0.45 

浴室扉⑨ 放 ⑥ 3.95 ⑥ o ( 3分後) ⑥1.3 

① 5.95 ① o ( 1分後) ① 5.95 
11 

267(m'/min) ② 3.9 ② O ② 0.98 

6 
③ 2.95 ③1.15 ③ 0.45 

11 11 

④ 2.8 ④ 0.15 ④ 0.66 

窓@ 開放 4.0(nun) ⑤ 2.6 ⑤ 0.1 ⑤ 0.63 

(60cmX 80冊) ⑥ 3.0 ⑥ o (2分後) ⑥l.5 

( 3 ) 



表 4 東京消防庁白山公舎における漏洩ガスの排除実験結果

番 住戸内の 送 風 条 イ牛 C02 H陸 度 ガス温度

号 設定条件 送風ファン 送風量・時間 送風開始時 送風終了時 減少速度

開口部閉鎖，た
可搬式

① 4.3 (%) ①1.6 (%) ① 0.45(%/凹)

だし目張りなし 23.7(m'/min) ② 8.2 ②1.5 ②1.12 
AC  lOOV 

③ 4.1 ③ 0.5 ③ 0.60 
④ 3.7 ④ 0.8 ④ 0.48 

ダクト径

0.3( mゆ) 6.0(min) 
⑤ 4.0 ⑤ o (5分後) ⑤ 0.80 
⑥ 3.85 ⑥ 0.4 ⑤ 0.58 

① 2.7 ① 0.7 ① 0.20 
11 

33.9(m'/min) ② 7.45 ② 0.3 ② 0.71 ， . 
2 

③ 8.8 ③ 0.65 ③ 0.82 

ガス放出停止後
11 

④ 4.4 ④1.0 ④ 0.34 

窓④ 開放
1O.0(min) 

⑤ 2.8 ⑤ o (8分後) ⑤ 0.35 
( 63cm X 60cm) ⑥ 5.5 ⑥1.0 ⑥ 0.45 

① 2.7 ① 0.1 ① 0.24 
11 

33.9(m'/min) ② 6.05 ② o (8分後) ② 0.76 

3 
③ 8.3 ③ 0.1 ③ 0.75 

ガス放出停止後
11 

④ 4.85 ④ o ( 9分後) ④ 0.54 

窓⑨ 開放
11.0( min) 

⑤ 2.8 ⑤ o (6分後) ⑤ 0.47 

(17伽 X80cm) ⑥ 5.05 ⑥ o (6分後) ⑤ 0.84 

可搬式
① 2.75 ① 0.1 ① 0.38 

185 (m'/min) ② 7.25 ② 0.5 ② 0.96 
関口部閉鎖.た

A C 200V 
③ 8.65 ③ 0.65 ③1. 14 

4 
だし目張りなし ④ 3.35 ④ 0.3 ④ 0.44 

ダクト径

0.70(mO) 7.0(凶n)
⑤ 2.75 ⑤ 0.1 ⑤ 0.38 
⑥ 4.75 ⑥ 0.1 ⑤ 0.66 

① 3.1 ① 0.3 ① 0.93 
11 

185 (m'/min) ② 7.15 ② 0.4 ②1.69 

5 
③ 8.8 ③ o ( 2分後) ③ 4.40 

11 

④ 3.65 ④ 0.1 ④1.18 ガス放出停止後

窓⑨ 開放 3.0(min) 
⑤ 3.65 ⑤ 0.1 ⑤1.18 

⑥ 4.9 ⑥ O ⑥1.63 

排煙車
① 2.45 ① O ①1.63 

11 

362 (耐/min) ② 6.2 ② 0.1 ② 4.06 

6 
③ 8.6 ③ O ③ 5.73 

ガス放出停止後
ダク ト 径

④ 3.7 ④ O ④ 2.47 

窓⑮ 開放
0.90( mφ) 1.5(min) 

⑤ 2.1 ⑤ O ⑤1.40 

⑥ 4.35 ⑥ O ⑥ 2.90 

関口部閉鎖.た
排煙車

① 3.15 ① 0 ①1.05 

だし目張りなし 362 (耐/min) ② 7.1 ② O ② 2.37 

7 
③ 9.1 ③ O ③ 3.03 

ガス放出停止後
ダクト径

④ 4.1 ④ 0.1 ④1.33 

窓④ 開放
0.9(m世)

3.0(min) ⑤ 2.5 ⑤ 0(1.5分後) ⑤1.67 
⑥ 4.55 ⑥ 0.3 ⑥1.42 

① 3.0 ① o ( 3分後) ①1.00 
M 

248 (m' /min ) ② 7.7 ② 0.1 ②1.52 ‘ ι 

8 
③10.0 ③ O.l ③1.98 

ガス放出停止後
11 

④ 4.35 ④ 0.6 ④ 0.75 

窓④ 開放 5 .O( min) ⑤ 2.85 ⑤ 0.1 ⑤ 0.55 

⑥ 5.35 ⑥ 0.1 ⑥1.05 

( 4 ) 



(2) 送風量とガス排除効果

住戸の設定条件を変化きせず，送風量のみ変

化させた場合の，送風量とガスj農度減少速度の 車 7

関係乞昭島つつじが丘ノ、イツにおける実験に 度

ついて同 6. 白山公舎における実験について国 協同

7にそれぞれ示す。

図 6 及びl~ 7から，送風量が増加すると，カ号、

ス1良!支減少速度は， 一部に例外的なiJ1lj定点があ

るものの.全体的に大きくなることがわかり.

従って. -If ス排除効果カ、 [~j くなることカ、確J、さ

iHこ。

7

6
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図 3 白山公舎じおけるガス温度変化

(実験3 単相100V用送風ファンで送風の場合)
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図4 白山公舎におけるガス漉度変化

(実験 5 3相200V周送風ファンで送風の場合)

(3) 間仕切の開閉とガス排除効果

昭島つつじが丘ハイツでの実験において. f玉

戸内の各間仕切(図いドのふすま④.⑮. j出所

扉@及び浴室!菰Qllを.開放又は閉鎖して送風

した場合の， 各il!リ定点におけるガス濃度減少速

退且闇値 (13~)

①溢宣

③ L 0 KI候且箇

③ L 0 K島平ロ

④ベラ νダ個 6量

⑤ 量床間

⑥ s量

10 15 ZO 

崎問 (mln)

25 

図 5 白山公舎におけるガス温度の変化

(実験6 排煙車で送風の場合)
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図 6 送風量とガス漉度減少速度

(白山公舎実験1.4. 8) 
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(%/mi;;1j二二了二三斗
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図 7 送風量とガス漉度減少速度

(昭島つつじが丘ハイツ 実験2.4. 5) 

j支の変化について凶品に示す。

同8において.各間仕切を開放して送風した

場合には，送風位置との聞に当該間仕切が存住

する社Ilj定点(図 l中の②，④.⑤lえび⑥)のガ

ス1農度減少速度は，当該間仕切を閉鎖した場合

( 5 ) 



関口留の開閉とガス主体除効果

昭島つつじが丘ハイツにおける実験

昭島つつじが丘ハイツでの実験において.

通路側の窓(図 l中の窓⑤.高さ60cmX幅80

叩)を，開放又は閉鎖した場合の，各IHIJ定点

におけるガス濃度減少速度の変化について.

凶9に示す。

図 9からわかるように，通路側窓⑥を開放

すると，閉鎖した場合に比較して，全ての測

定点におけるガス濃度減少速度が増加し，特

に，窓@に距離的に近いiRlJ定点①及び②の増

加率が大きくなった。

イ 白山公舎における実験

白山公舎での実験において.全ての開口部

を閉鎖した場合，通路側の窓(図 2中の窓③.

高さ 63cmX幅60cm) を開放した場合及びベラ

ンダ恨IJの窓(図 2中の窓⑧. 高き170cmX幅

80cm) を開放した場合の，各測定点における

ヵース濃度減少速度の変化について，図10に示

す。

図10からわかるように，各測定点のカ'ス濃

度減少速度は.一部の例外を除き.ベランダ

側の窓を開放した場合に最も大きし開口部

を全て閉鎖した場合に最も小さくなった。

(4) 

ア

に比較して増加したのに対し.他のi目IJ定点(図

l中の①及び③)のガス漉度減少速度は，逆に

減少した。

この現象は，当該間仕切の開閉に伴って.送

風を直接受ける空間の容積等が変化するためと

恩われ，従って，住戸内間仕切の状態は，

排除効果に大きく影響するものと言える。
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図8 住戸内間仕切の開問状態とガス浪度減少速度

(昭島つつじが丘ハイツ 実験3，4)
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通路側窓IDの開閉状態とガス温度減少速度

(昭島つつじが丘ハイツ 実験5，6) 
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以上の 2つの実験から.関口部を開放するこ

とは.当該住戸全体のガス排除効果を高めるこ

とヵ、確認された。

5.まとめ

今回の実験は，既存の建物を使用して.送風時

の各種条件下のもとで.建物内部に漏洩したガス

を排除する場合の.排除効果に関する目安を得る

ことを目的として行った。

実験結果のみから.断定はできないが.概ね次

のことが考えられる。

(1) 漏j曳ガスの排除効果は.住戸内間仕切の開閉

状態に影響を受けるが.送風量のI曽加に対応し

て.全体的に高くなる傾向があり.また.開口

部の開放によっても高くなる。

(2) 今[u]の実験においては.住戸内にガス放出後

約10分間程度の送風によって，各測定点の濃度

が. LPGの爆発下限界濃度である 2.2%以下

になる場合が多かった。

( 7 ) 

しかし.送風開始時における各測定点の温度

が高い場合に，送風終了後も 2.2%以上ある箇

所があった。

従って.現実の問題として.ガス爆発防止の

ために必要な送風時間を推定するためには.送

風開始時の住戸内ガスl'度分布を知る必要があ

り，今後は.今回のような実験をガスの種類.

ガス放出位置及び住戸内間仕切等の各種条件を

変えてデータを蓄積するとともに.通常のガス

カランから放出される可燃性ガスの量と同量の

ガスを放出させた場合の，ガス濃度分布につい

ても実験研究を行う必要があるものと思われる。

今回の実験は.準備期間等の多くの制約にもか

かわらず，高圧ガス保安協会附属研究所をはじめ，

警防部，予防部及び麻布，杉並，池袋. 日本提.

立川の各消防署の多大な御協力を得て効果的に実

施することができました。

文末ながら.ここに慎んで謝意を表します。
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